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[第
垂

]・
チ

カ

ノ

小

説

↓
.

チ

カ

ノ
小
説

の
魅

力

チカノ小説の魅力

チ
カ

ノ
小

説

と

は

メ
キ

シ

コ
系

ア

メ

リ
カ

人

の
生

み
出

し

た
小

説

の

こ
と

で
、

特

に

一
九

六
〇

年

代

か
ら

こ

の
人

々
が

自

ら

の
存

在

意

識

に
目
覚

め

て

か
ら

つ
く

り

だ

し

た

作

品

の
こ

と

を

い
う

。

そ

れ

以
前

に
も

、

メ
キ

シ

コ
系

の
人

々

の
書

い
た
小

説

は
あ

っ
た

が
、

そ

れ

は

「
メ
キ

シ

コ
物

」

と

し

て

ア

メ
リ

カ

合
衆

国

で

は
知

ら

れ
、

植

民

地

時

代

の
文

学

的

伝
統

を

ひ

き
ず

っ
た
作

品

や

フ

ォ

ー

ク

ロ
リ

ッ
ク
な

も

の
が

多

か

っ
た
。

こ
れ

ら

と
違

っ
て
、

チ

カ

ノ

小

説

が

興

味

深

い

の

は
、

メ
キ

シ

コ
系

の
人

々
の
合

衆

国

で

の
苦

難

や
適

応
、

民

族
的

目
覚

め
と

抵

抗

の
試

み

な

ど
が

直

に
伝

わ

っ
て

く

る

か
ら

で
あ

る
。

し

か

し
、

そ

れ
が

た

め

に
、

こ
れ

ら

の
小

説

に
は

こ

の
人

々
を

め
ぐ

る
個

別

性

が

多

す
ぎ

、

一
般

の

ア

メ
リ

カ

人

の
間

に
読

者

を

え

に
く

い
。

ア

メ

リ
カ

合

衆

国

の
社

会

に
深

く

根

ざ

し

た

ア

フ
リ

カ

ン

・
ア

メ
リ

カ

ン

(黒

人

)
の
小

説

さ

え
、
リ

チ

ャ

ー
ド

・
ラ
イ

ト

、
ジ

ェ
ー

ム
ズ

・
ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
、

ア

リ

ス

・
ウ

ォ
ー

カ

ー
、

ト

ニ
i

・
モ
リ

ス

ン
な
ど

の
進

出

が

あ

っ
て

こ
そ

、
合

衆

国

と
世

界

で
読

ま

れ

る

よ

う

に
な

っ
た
。

ネ

イ

テ

ィ
ヴ

・
ア

メ
リ

カ

ン

の
小

説

も

ス

コ

ッ
ト

・
モ

マ
デ

ィ
、

L

・
M

・
シ

ル

コ
な
ど

の
作

品

に
見

ら
れ

る

よ
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[第5章]チ カノ小説

う
な
先
住
民
の
精
神
世
界
の
表
現
が
あ

っ
て
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
人
に
受
容
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
二
民
族
集
団
の
作
品
に
比
べ
て
、
メ

キ

シ
コ
系

ア
メ
リ
カ
人

の
小
説
の
ア
メ
リ
カ
社
会

に
お
け
る
受
容
度
は
低
い
。

そ
の
原
因
は
ま
ず
関
係
す
る
出
版
社
が
弱
小
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
チ
カ
ノ
運
動
が
余
熱
を
保

っ
て
い
た
頃
に
は
、

い
く

つ
か
の
小
説
は
大
手
の
出
版
社
の
ペ
ー
パ
ー
バ

ッ
ク
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降

の
ほ
と
ん
ど
の
チ
カ
ノ
小
説
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ア
リ
ゾ
ナ
、

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
テ
キ
サ
ス
州
の
チ
カ
ノ
組
織
や
個
人
経
営
の
小
出
版
社
が
出
版
し
て
お
り
、
広

告

は
で
る
こ
と
は
少
な
く
、
入
手
し
に
く
い
。
私
は
合
衆
国
南
西
部
と
メ
キ
シ
コ
に
出
か
け
た
折
に
店
頭
で
求
め
た
り
、
日
本
か
ら
注

文

し
た
り
し
て
、
今
ま
で
に

一
九
冊
だ
け
入
手
し
て
い
る
。
わ
ず
か
の
冊
数
で
あ
る
が
、
主
な
著
作
物
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
伝
え
し
、
魅
力
の

一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
小
説
を
読
ん
で
み
る
と
、
実
に
こ
の
人
々
に
特
有
の
経
験
に
つ
い
て
の
語
り
が
多

い
こ
と
が
分
か
る
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
小
説

(1
)

と

は
移

住

し

た

国

で

の

「
生

き

残

り
」

の
経

験

を
描

い
た

も

の

で
あ

る

か

ら
、
当

然

の

こ
と

で
あ

ろ
う

。

メ
キ

シ

コ
系

の
小

説

の
場

合

、

自

分

の
出

身

地

メ
キ

シ

コ
、

そ

れ

も

ほ
と

ん

ど

は
貧

し

い
農

村

生

活

、

メ
キ

シ

コ
革

命

の

こ
と

、

ア

メ
リ

カ
合

衆

国

へ
の
越

境

、

新

天

地

で

の
苦

難

と

そ

の
克

服
が

小
説

の
な

か

で
詳

細

に
語

ら

れ

る

[
O
巴
碧

N
帥

一
り
ご

9
<
器

ρ
¢
¢
N

一
旨

P

<
葭
9。
コ
$

=

8

P

一
℃
刈
企

≦

-

印
騎。
。。魯

o
炉

函
.
一
ミ
ω
u
≦

=
薗
ω
鼠

o
ぴ

く
●
¢
り
昌

。

メ
キ

シ

コ
で

の
生

活

は
貧

し

い
も

の
で
あ

っ
て
も

、

や

や

牧

歌

風

に
描

か

れ
、

い
さ

さ

か
冗

長

で
あ

り

、

ど

の
読

者

も

が

各

ペ

ー
ジ

を
楽

し

め

る
と

は
限

ら

な

い
。

メ
キ

シ

コ
革

命

に
関

わ

る
部

分

は
事
実

と

し

て

は
興

味

深

い
が

、

メ
キ

シ

コ
本

国

に

「
革

命

物
」

と

さ

れ

る

フ
ア

ソ

.
ル

ル
フ

ォ
、

カ

ル

ロ
ス

・
フ

エ
ン

テ

ス
な

ど

の
名
著

が

た
く

さ

ん
あ

る
た

め
、

こ
れ

ら

に
比

べ

て

チ

カ

ノ
小

説

の
語

り

は
平

凡

な
も

の
と

映

っ
て
し

ま

う
。

し

か

し
、

越

境

以
降

の

ア

メ
リ

カ

で

の
生

活

を

語

っ
た
部

分

は

チ

カ

ノ
に
特

有

の
も

の
で
あ

り
、

迫

力

が

あ

る
。

初

期

の
作

品

に

み
ら

れ

る
主

人

公

の

ア

メ
リ

カ
社

会

へ
の
同

化

で
あ

れ

[ノ
謡
に
親
『鰍
0
9
一
一
り
q
轟
]
、

六

〇
年

代

以

降

の
主

人

公

の
民

族

的

な

る

も

の

へ
の
目
覚

め

で
あ

れ

、

物

語

に
説
得

力

が

あ

る
。
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チカノ小説の魅力

こ
れ

ら

の
小

説

の
う

ち
、

オ

ス
カ

ー

・
Z

・
ア

コ
ス
タ

の

『
ゴ

キ
ブ

リ

族

の
反
乱

』

[>
8

。・欝

一
紹

ω
]

は

一
九

六
九

年

末

か

ら

は

じ

ま

っ
た
イ

ー

ス
ト

・
ロ
サ

ソ
ゼ

ル

ス
の

チ
カ

ノ

の
デ

モ
の
実

録

で
あ

り

、

個

人

か
ら

友

人

、

隣

人

、

そ

し

て
群
衆

へ
と

ふ
く

れ

あ
が

っ

て

い
く

チ
カ

ノ

・
ス
タ

イ

ル

の
集

団

形

成
が

よ
く

描

か
れ

て

い

る
。

人

々

の
独
特

の
言

葉

遣

い
、

服

装

、

当
時

の
熱

気

が

伝

わ

っ
て
く

る
。

主

人

公

は
著

者

の

ア

コ
ス
タ

で
あ

り
、

法

律

家

の
彼

が

農

業

労

働

者

の
リ

ー
ダ

ー

で
あ

る

セ

サ

ル

・
チ

ャ
ベ

ス
を
デ

ラ

ー

ノ
に
訪

ね

て
行

く

場

面

は
印

象

的

な
部

分

で
、

最
盛

期

の

チ

ャ
ベ

ス

の
姿

が

う

か
が

え

る
。

六
〇

年

代

の
チ

カ

ノ
運

動

の
こ
と

は
今

や

過
去

の

も

の
と

な

り
、

想

像

す

る

の
が

難

し

い
ほ
ど

に
な

っ
た
が

、

こ

の
小

説

を
読

む

と
臨

場

感

が

で

て
く

る
。

こ

の
迫

力

の

た

め
か

、

こ

の

小

説

は

ニ

ェ
ー

ヨ
ー

ク

の
大

手

の
バ

ソ

タ

ム

・
ブ

ッ
ク

ス
か
ら

出

版

さ

れ

て

い
る
。

同

じ

く

チ

カ

ノ
運

動

盛

時

の
雰

囲

気

を

伝

え

る
も

の
と

し

て

ミ

ゲ

ル

・
メ

ン
デ

ス
の

『
ア

ス
ト

ラ

ン

の
巡

礼

』

n
竃

9

Ω
①
N

一
ミ
凸

が

あ

る
。

こ

の
本

は
バ

ー

ク

レ
ー

の
小

さ
な

チ

カ

ノ
出

版

社

か
ら

だ

さ

れ

た
が

、

ス
ペ
イ

ン
語

で
書

か

れ

て

い
る

の

で
、

一
九

八

九
年

に

は

メ
キ

シ

コ
の
大

手

E

R

A

か

ら
も

出
版

さ

れ

た
。

こ

の
本

の
序

文

に
、

著

者

メ
ン
デ

ス

は
、

自
分

達

の
文

学

表

現

は

ス

ペ
イ

ン
語

で

し

か
あ

り

え

な

い
、

と

甜

し

て

い
る
。

な

る

ほ
ど

闊

達

で
荒

削

り

な

ス
ペ

イ

ン
語

で
国

境

地

帯

の
労
働

者

の
生

活

が

軽

快

に
描

か

れ

て

い

る
。

普

通

の
人
が

な

か

な

か

近
づ

き

に
く

い
イ

ン

ペ
リ

ア

ル

・
ヴ

ァ
レ
ー

の
労

働

者

の
姿

を
伝

え

て
く

れ

る

の
も

、

こ

の
小
説

の

妙

味

で
あ

る

。
し

か

し
、

こ

の

ス
ペ

イ

ン
語

は
私

に

は
か

な

り

難

し

い
。
こ

の
著

者

の
目
的

は

メ
キ

シ

コ
本

国

の
入

々

に
語

り

か
け

て
、

国

境

に
よ

っ
て
分

断

さ

れ

た

北

の
同
胞

の
生

活

と

そ

の

メ
キ

シ

コ
魂

を

伝

え

よ
う

と

し

て

い
る

よ

う

に
思

え

る
。

右

の

二
書

と

違

っ
た
魅

力

を

持

っ
た

も

の

に

ロ
ン

・
ア

リ

ア

ス

の

『
タ

マ
ス

ン
チ

ャ

レ

へ
の
道

』

[
〉
鼠
9。
の
一
り
引

]

が

あ

る
。

著

者

は
ジ

ャ

ー

ナ
リ

ス
ト

で

、
書

き

慣

れ

た

簡

潔

な

文

章

と

会

話

で

こ

の
短

い
小

説

を

ま

と

め

て

い
る
。

主

人

公

は

ロ
サ

ソ
ゼ

ル

ス

の

メ
キ

シ

コ
系

住
民

の
多

い
バ

リ

オ

(町

の
小

区

画

)

に
住

む

八

〇

歳

ほ

ど

の
老

人

で
、

死

を

直

前

に
し

て

夢

の
な

か

で
時

空

を

越

え

て
旅

を

し
、

意

識

が

消

え

て

い
く

寸

前

ま

で

の
姿

が

語

ら

れ

る

。

こ

の
技

法

を

ラ
テ

ソ
ア

メ

リ

カ
文

学

の

「
マ
ジ

カ

ル

・
リ

ア

リ
ズ

ム
」

の
系

列

に

つ
ら
な

る
も

の
と

し

て
高

く

評

価

す

る

論

者

が

多

い
が

、

ガ

ル

シ

ア

・
マ
ル

ケ

ス

の
語

り

の
よ

う

な

圧

倒
的

迫

力

は
あ

り

え
ず

、
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[第5章]チ カノ小説

読

み

続

け

る

こ
と

に

困
難

を

覚

え

る
読

者

も

少

な
く

は
な

い
だ

ろ
う

。

右

に
見

た

よ
う

な

チ

カ

ノ
小

説

と

一
味

違

う

の
が

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

か
ら

出

る

イ

ス
バ

ノ

(
ス
ペ

イ

ン
系

ア

メ
リ

カ
人

)

の
作

品

で
あ

る
。

こ

れ
ら

は
今

で

は
広

義

の

チ

カ

ノ
小
説

に

入

っ
て

い

る
が

、

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

や

コ

ロ
ラ
ド

州

南

部

に
根

ざ

し

た

ス
ペ

イ

ン
系

の
人

々
の
文

学

的

営

為

は

一
般

に

「
ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
物

」

と

し

て

ア

メ
リ

カ

人

に
知

ら

れ

て

い

る
。

同

州

は
ネ

イ

テ

ィ
ヴ

・
ア

メ
リ

カ

ン
、

ス
ペ

イ

ン
系

の
人

々
、

ア

ン
グ

ロ
と

い
う

三

民

族

の
文

化
が

共
存

す

る

と

こ

ろ

で
あ

り

、

そ

の
独
特

の
地
方

文

化

は

ア

メ

リ

カ

人

に
愛

好

さ

れ

て

い
る

。

こ

の
地

方

の
美

し

い
山

河

、

ア
ド

ベ

の
家

、
料

理

、
治

療

儀

礼

、
人

生

儀

礼

、

祝
祭

、

ペ

ニ
テ

ン
テ

(
四
旬

節

の
悔

悟

者

)

の
儀

礼

、

民

話

な
ど

を

回
想

し
て

書

か

れ

た
物

語

が

サ

ビ
ネ

・
R

・
ウ

リ

バ

リ

[
¢
國
げ
碧
鼠

一
旨

滑

一〇
謡

]

や

オ

ル

ラ

ン
ド

・
ロ

メ

ロ

[
即
o
旨
臼
o

這
ま

U

に

よ

っ
て

生

み

出

さ

れ

て
き

た
。

こ

の
地

の

ス
ペ

イ

ン
系

の
人

々
の
起

源

は

一
六
世

紀

の
「
征

服

者

」
に
あ

る
と

す

る
人

は

ナ

ッ
シ

ュ

・
カ

ン
デ

ラ
リ

ア

の
よ

う

に

ル
ー

ツ
探

し

の
小

説

を

書

い
た

[
O
碧

鳥
o
冨
門
冨

一
旨
己

。

主

人
公

は

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

出

身

で
あ

る
が

、
今

は

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア

に
住

み

、

自

分

の

ル

ー

ツ
は

メ
キ

シ

コ
に
あ

る
と

考

え

メ
キ

シ

コ

へ
で

か
け

る
が

、

越

え

が

た

い
違
和

感

を
覚

え

る
。

そ

こ
で
、

ス
ペ

イ

ン
に

ま

で
旅

す

る
が

、

こ

こ
で
客

死

す

る
。

一
種

の
幻

滅

の
物

語

で
あ

る
が

、

エ
ス

ニ

ッ
ク
な

ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
な

る

も

の
は
時

空

の
差

に

よ

っ
て
生

じ

る

こ

と

を

示
す

物

語

と

も

い
え

る

。

カ

ン
デ

ラ

リ

ア

の
物

語

は
例

外

的

で
、

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

出

身

者

は
あ
く

ま

で
も

同
州

の
民

俗

文

化

に
こ
だ

わ

る
。

ニ
ュ
ー

メ
キ

シ

コ
の
州

都

ア

ル
バ

カ

ー

キ
市

の
東

に
位

置
す

る
町

サ

ン

タ

・
ロ
サ
出
身

の

ル
ド

ル

フ

ォ

・
ア

ナ

ヤ

は
そ

の
例

で
あ

る
。

チ

カ

ノ
作

家

と

し

て
は

珍

し
く

、

彼

は

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

立
大

学

の
英

文

科

に
職

を

え

た

た

め
、

定

収

入

を

バ

ッ
ク

に

し

て
な

か
ば

職

業

的

な
作

家

活

動

を
続

け

ら
れ

た

の

で
、

次

々
と
著

作

を
今

ま

で

に
出

版

し

て

い
る
。

彼

の
処

女
作

は

『
ウ

ル

テ

ィ

マ
、

僕

に
大
地

の
教

え

を

』

[
匿

超

帥

一
ゆ
謬

リ
ア

ナ

ヤ

這
O
ひ
]

で
、

小

村

の
生

活

が

子

供

の
目

を
通

し
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て
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
の
章
が
ウ
ル
テ
ィ
マ
の
死
で
終
わ
る
の
は
小
村
の
生
活
の
喪
失
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

次
の
作
品

『
ア
ス
ト
ラ
ン
の
心
』
[ヒ

塁
曽
一り
ま
]
は
小
村
を
離
れ
て
州
都
ア
ル
バ
カ
ー
キ
市
の
バ
リ
オ
に
住
み

つ
き
、
鉄
道
労
働

者
と
な

っ
た
家
族
の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
小
村
の
生
活
に
あ

っ
た
価
値
観
は
崩
れ
て
い
く
。
父
親
の
地
位
は
低
く

な
り
、
パ
ー
ト

・

タ
イ

マ
ー
と
し
て
収
入
を
え
る
母
は
強
く
な
る
。
両
親
の
子
ど
も

へ
の
命
令
は
守
ら
れ
な
く
な
る
。
全
体
と
し
て
家
族
全
員
が
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
陥
る
。

こ
の
時
、
父
親
は
老
い
た
占

い
師
に
助
け
ら
れ
、
心
の
安
定
を
と
り
戻
し
、
夢
の
な
か
で
山
に

登
り
、
死
を
身
近
に
覚
え
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ス
ト
ラ
ン

(チ
カ
ノ
揺
藍
の
地
)
の
心
に
触
れ
、
蘇
生
し
、
バ
リ
オ
に
戻

っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
労
働
者
の
山
猫
ス
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
立
ち
、
仲
間

の
救
済
に
身
を
挺
す
る
。
そ
の
時
点
か
ら
、
彼
と
家
族
の
再
生
が

は

じ
ま
り
、
現
状

へ
の
適
応
が
可
能
と
な
る
。

お
そ
ら
く
、
右
の
物
語
は

一
九
三
〇
年
代
よ
り
都
市
に
移
住
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
多
く
の
人
々
の
出
会

っ
た
苦
鏡
に
対
す
る

一
つ

の
救
済
の
物
語
と
も
と
れ
よ
う
。

同

じ

よ
う

な

テ

ー

マ
は

『
ト

ル
ト

ゥ
ー

ガ
』

[
き

亀

獅

一
り
遣

"
ア

ナ

ヤ

一
遷

昌

で
も
追

求

さ

れ

る
。

北

部

の
小

村

か
ら

都
市

の
医

療

施
設
に
送
ら
れ
た
半
身
ま
ひ
の
青
年
は
絶
望
の
底

に
い
た
が
、
同
じ
よ
う
な
障
害
を
持

つ
仲
間
と

つ
き
合
い
、
友
情
を
覚
え
は
じ
め
る
。

そ
し
て
、
あ
る
夜
、
仲
間
と

一
緒
に
窓
か
ら
朝
夕
見
え
る
山
に
登
る
夢
を
見
る
。
こ
れ
が
癒
し
と
な
っ
て
、
心
身
と
も
に
回
復
し
、
青

年

は
北
部
の
村

へ
戻

っ
て
い
く
。

こ
の
小
説
の
後
、
ア
ナ
ヤ
は
民
話
の
再
話

[》
口卑
団卑
一〇
〇◎O
]
と
中
国

へ
の
旅
行
記

[〉
津
冨

這
。。ひ]
を
発
表
す
る
。

次
に
出
版
さ
れ
た

『
ア
ル
バ
カ
ー
キ
』
[〉
昌
塁
卑
6
0ド

ア
ナ
ヤ

一ゆゆ
Q。]

(こ
の
都
市
名
は
現
在
の
ス
ペ
リ
ン
グ

で
は
な
く
、
植
民

地
時
代

の
ア
ル
ブ

ル
ケ
ル
ケ
と
綴

っ
て
あ
る
)
は
軽
快
な
筆
致
の
社
会
小
説
で
あ
る
。
同
市
の
リ
オ

・
グ
ラ
ン
デ
河
沿
い
に
住
む
イ
ス

バ

ノ
の
青
年
が
市
長
選
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ソ
ダ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
な
が
ら
も
、
父
親
に
め
ぐ
り
合
い
、
同
じ
イ
ス
バ
ノ
の
女
友
達
を
も

え

て
元
気
に
生
き
て
い
く
青
春
物
語
で
あ
る
。
物
語
そ
の
も
の
は
単
純
で
あ
る
が
、

こ
の
小
説
が
面
白
く
読
め
る
の
は
ア
ル
バ
カ
ー
キ
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市

の
生

活

模

様

が

生
き

い
き

と

描

か
れ

て

い
る

か

ら

で
あ

ろ
う

。

一
九

九

五
…

九

六
年

に

は

ア

ナ

ヤ

は
探

偵

小

説

二
作

を
発

表

し
、

愛

読

者

を

喜

ぽ

せ

た

。

イ

ス

バ

ノ

の
探
偵

ソ

ニ
ー

・
バ

カ
が

登

場

し
、

カ

ル

ト
集

団

と

闘

っ
た

り

[〉
暴

旨

一
遷

呂

、

バ

ル
ー

ソ
大

会

に

ひ
そ

む

陰

謀

を

暴

い

て

い
く

こ
と

で

[
〉
昌
翅

㊤

一
遷

ひ
]
、

ア

ル

バ

カ

ー

キ
市

を

例

に
し

た

ニ
ュ
ー

メ
キ

シ

コ
州

の
政

治

、

開

発

問

題

な

ど

が

浮

彫

り

に
さ

れ

て

い
る
。

「
ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
物

」

は

ア

ナ
ヤ

を

は

じ

め
と

す

る

イ

ス
バ

ノ

の
小

説

だ

け

で

は
完

結

し
な

い
。

ま
ず

、

ネ

イ

テ

ィ
ヴ

・
ア

メ
リ

カ

ン

の
小
説

が

あ

る
。

ラ
グ

ー

ナ

・
プ

エ
ブ

ロ

・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
の
血

を

引

く

シ
リ

コ
の
小

説

は
そ

れ

で
あ

る
。

ま

た
白

人

で

あ

り

な

が

ら
、

タ
オ

ス

・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
を

描

い
た

フ
ラ

ン
ク

・
ウ

ォ
ー

タ

ー
ズ

の

一
連

の
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
物

が

あ

る
。

さ

ら

に
、

ニ

ュ
ー

メ

キ

シ

コ
大
学

で

人
類

学

を

学

び

ミ

ス
テ

リ

ー
作

家

と

な

っ
た

ト

ニ
ー

・
ヒ

ラ
ー

マ

ン
の
描

く

ナ

パ

ホ

の
探

偵

小

説

は
全
米

の
み

な
ら

ず

日
本

で

も
読

ま
れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

全
米

に
知

名

度

の
あ

る
小

説

家

ジ

ョ
ン

・

ニ
コ

ル
ズ

は
北

部

の
町

の
水

争

い
と
開

発

を

テ

ー

マ

に

し

て
、

『
豆

畑

戦

争
』
、

『
魔

法

の
山

』
、

『
浬

繋

の
青

』

[
憲

9

巳
。。
一
旨

企

一ミ

。。
'
這
。。
一
]

を
出

版

し
、

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
小

説

を

全

国

に
普

及

さ

せ

て

い

る
。
『
豆

畑
戦

争

』
(ミ

§

鷺

o
切
ミ

ミ
慰
ミ

零

、
)
は

ロ
パ

ー

ト

・
レ

ッ
ド

フ

ォ
ー
ド

監

督

に
よ

り
映

画
化

さ

れ

、
「
ミ

ラ

グ

ロ
」

(
ユ

ニ
ヴ

ァ
ー

サ

ル
社

一
九

八

八
年

)

と
題

さ
れ

、

日
本

で
も

上

映

さ

れ

た
。

こ

の
例

が

示

す

よ
う

に
、

チ
カ

ノ
文

学

に
他

の

ア

メ
リ

カ

文

学

が

加

わ

っ
て

こ
そ

、

p
ー

カ

ル
文

学

の
面
白

さ
が

増

え

る

の

で
は

な

(
2
)

い
だ

ろ
う

か
。

玉48

 

二
.
女
性

チ
カ

ノ
小
説

の
登
場

チ
カ
ノ
小
説
は

一
九
六
〇
年
代
か
ら
世
に
で
は
じ
め
た
が
、
女
性
の
チ
カ
ノ
小
説

(女
性
形
で
チ
カ
ナ
と
書
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い

が
)
が
人
目
に
つ
き
は
じ
め
た
の
は

一
九
八
〇
1

一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
、

メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
た
ち
で
移
民



女性チカノ小説の登場

二
世

以
降

の
世

代

と

な

り

高

等

教

育

を

う
け

た
人

が

増

え

、

こ

の
人

た

ち

に
書

く

余

裕

が

生

ま

れ

た

か

ら

で
あ

る
。

同

時

に
、

州

政

府

や
連

邦

政

府

の

ア

フ

ァ
ー

マ
テ

ィ
ヴ

・
ア

ク

シ

ョ
ン

(
差

別

是

正
策

)

に

よ

り
執

筆

や

出

版

の
た

め

の
助

成

金

が

与

え

ら

れ

た

り
、

大

手

の

出
版

社

も

多

文

化

主

義

の
流

れ

に
乗

り
女

性

チ

カ

ノ
小

説

を
採

用

す

る

よ
う

に
な

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

そ

し

て
大

学

の

チ

カ

ノ

・

ラ

テ

ィ
ノ
研

究

プ

ロ
グ

ラ

ム

に
在

籍

す

る
女

性

チ

カ

ノ
研

究

者

に
よ

り
、

い

ち
早

く

こ

の
ジ

ャ

ン

ル
の
小

説

、

詩

、

そ

の
他

の
作

品

の

批

評

が

出

版

さ

れ

て

い
る

こ
と
も

注

目

に
値

す

る

[
国
O
円『
Φ
円㊤
ーω
O
げ
O
閃
一
〇
〇〇
い
導
国
⑦
HH
O
目簿
lo自
O
げ
O
犀
卑
⇔
Ω
ノ
山
目
騨
目
O
旨
白O
qo
一
り
ゆ
ひ
]
。

と

は

い
え

、

こ
れ

ら

の
小

説

を

入
手

す

る

の

は
必
ず

し

も
容

易

で

は
な

い
。

一
五
冊

ほ
ど

注

文

し

て
、

私

が

入

手

で
ぎ

た

の

は
わ

ず

か
八

冊

で
あ

る

。

出

版

部
数

が

少

な

く

て
早

々
と

絶

版

と

な

っ
た
も

の
も

あ

る
し

、

出

版

元
が

小

さ
す

ぎ

て

国
際

的

な

販
売

ル
ー

ト

に

乗

ら

な

い
作

品

も

あ

る

か

ら

で
あ

る
。

私

が

手

に
し

た
作

品

は
例

と

し

て
少

な

い
と

は

い
え
、

一
定

の
傾

向

性

を

示

し

て

い
る
。

前

節

で
紹

介

し

た

チ
カ

ノ
小

説

に
く

ら

べ

て
、

女

性

チ
カ

ノ
小

説

は

よ

り
自

己
肯

定
的

で

ボ

ー
ダ

レ

ス
で
あ

る
。

チ
カ

ノ
小

説

の
多

く

は

メ
キ

シ

コ
に
未

だ

直
結

し

て

い

る
と

の

感

を
与

え

た
が

、

女

性

作

家

の
存

在

の

「
位

置

」

は
す

で

に

ア

メ
リ

カ
合
衆

国

に
あ

り
、

ル
ー

ツ
と

し

て

の

メ
キ

シ

コ
文

化

は
学

び

観

賞

し
創

作

活

動

の
源

泉

と

し

て
活

用

さ

れ

て

お

り
、

作

家

の
心

は

二

つ

の
世

界

を
自

由

に
動

く

の

で
あ

る
。

シ

カ

ゴ
生

ま
れ

の

サ

ン
ド

ラ

・
シ

ス
ネ

ロ
ス

は

マ

ン
ゴ

ー
通

り

と

名

づ

け

ら

れ

た

バ

リ

ォ

の
生

活

を

描
く

と
軽

く

流

れ

る
が

[
Ω

甲

昌
2
0
。・
6
。。
F

シ

ス
ネ

ロ
ス

一
$
ひ
巴

、

テ

キ

サ

ス
州

サ

ソ

・
ア

ソ
ト

ニ
オ

(
現

在

は

こ

こ

に
在

住

)

に
題
材

し

た
短

編

集

[
Ω

旨
臼
o
ψ

一
℃
℃
討

シ

ス
ネ

ロ
ス

一
遷

ひ
σ
]
で

は
国

境
沿

い

の
地

で

み

ら

れ

る

メ
キ

シ

コ
系

の
人

々

の
生

活

を

理
解

と

共

感

を

こ

め

て
描

い
て

お

り
、

迫

力

が

あ

る
。

同

短

編

集

中

の
秀

作

が

「
サ

パ

タ

の
目

」

で
あ

ろ
う
。

私

た

ち
が

数

々

の
白

黒

写

真

で
目

に
す

る

エ
ミ

リ

ア

ノ

・
サ

パ

タ

の
目

は
異

様

な

ほ
ど

の
光

を
帯

び

、
革

命

家

と

し

て

の
情
熱

と

人

間
と

し

て

の
求

心

力

の
ほ

ど

を

う

か
が

わ

せ

る
。
こ

の
サ

パ

タ

を
、

シ

ス
ネ

ロ
ス

は

サ
パ

タ

の
愛

人

の
語

り

の
形

を

と

っ
て
描

い

て

い
る
。

そ

れ

と

同

じ

よ

う

に
、

メ
キ

シ

コ
に
関

わ

る

イ

メ

ー
ジ

が

ア

メ
リ

カ

合
衆

国

に
生

き

る

メ
キ

シ

コ
系

の
人

々
に
と

っ
て
豊

饒

な

る

文
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化

的

喚

起

力

を
与

え

て
く

れ

る

こ
と

を

パ

ッ
ト

・
モ

ラ
は

明

ら

か

に

し

て
く

れ

る
。

メ

キ

シ

コ
北

部

の
チ

ワ

ワ
州

に
生

ま
れ

、

合

衆

国

テ
キ

サ

ス
州

の
国
境

の
町

エ
ル

・
パ

ソ

に
育

っ
た

モ

ラ
は

ネ

パ

ン
ト

ラ

(
ナ

ワ
語

で
中

間

の
意
味

)

に
住

む

者

と

自

ら

を

位

置

づ

け

、

そ

の
よ

う

な

人

は

二

つ
の
言

語

の
間

を

往

来

す

る
喜

び

を
持

ち
う

る
者

、

つ
ま

り

は
、

概
念

的

に
も
言

語

的

に
も

人

問

の
多

能

力

性

を

の
ぽ

す

喜

び

を
持

ち
う

る
者

で
あ

る
と

語

る

[ζ

o
雷

一
呂

ω
n
一
1
一
凸

。

そ

の

よ
う

な

位

置

に
あ

る

人

の
状

況

を

二
〇

の
短

編

に
書

き

こ

ん

で

い
る

が

[ζ

o
鑓

一り
O
ω
]
、

モ

ラ

の
本

領
が

発

揮

さ
れ

る
詩

作

に

[
ζ

o
轟

這

。。
少

一
遷

一
堕
一
遷

い
]

よ

り

端

的

に

メ
キ

シ

コ
文
化

の

豊

饒

さ

を
表

現

し

て

い
る
。

ウ

ィ
チ

ョ
ル

(
メ
キ

シ

コ
西
部

の
民

族

)

神

話

、

サ

ソ

・
ク
リ

ス
ト

バ

ル

・
デ

・
ラ

ス

・
カ

サ

ス

(
チ

ア

パ

ス
州

の
町

)
、
ソ

ル

・
フ

ア

ナ

・
イ

ネ

ス

・
デ

・
ラ

・
ク

ル
ス

(
一
七

世

紀

の
女

流
詩

人
)
、

マ
ヤ

の
織

手
、

オ

ア

バ
カ

地
方

、

コ
リ

ー

ド

(物

語

詩

)

な

ど

メ
キ

シ

コ
に

ち
な

む

数

々

の
イ

メ
ー

ジ

を

テ

ー

マ
に
し

て

モ

ラ
が

読

ん

だ
詩

は
、

今

は

ア

メ

リ
カ

人

と

し

て
暮

ら

す

メ

キ

シ

コ
系

の
人

々
に
と

っ
て
豊

か
な

文

化

の
あ

る

別

の
世

界

へ
の
誘

い

で
あ

り
救

い
で

も
あ

ろ
う

。
と

同
時

に
、

モ
ラ

は

「
リ

オ

・

グ

ラ

ン
デ

河
」

や

「
ミ

グ

ラ

(国

境

警

備

隊

)
」

の

よ
う

な

詩

を

読

み
、

激

し

い
現

実

の
世

界

へ
読
者

の
注

意

を
惹

く

の

で
あ

る
。

シ

ス
ネ

ロ
ス
も

モ
ラ
も

各

地

の
教

育

機

関

で
教

え

た

り
、

奨

学

金

を

え

て
創

作

活
動

に
専

念

で
き

る
立

場

に

い
る

。

こ

の
よ

う

な
女

性

作

家

は

メ
キ

シ

コ

へ
も

自

由

に
旅

し
、

そ

の
社

会

と

文

化

を
複

眼

的

に
見

る

こ
と
が

で
き

る
人

々
で
あ

り

、

そ

の
文
化

を
合

衆

国

の

生

活

状

況

に
持

ち
込

む

こ
と

に

よ

る
プ

ラ

ス
面

を
感

じ
と

れ

る
立

場

に
あ

る

。

こ

の
よ

う
な

存

在

と

し

て

の
自

ら

の
位

置

づ

け

は

一
九

九

〇

年

代

の
多
文

化

状

況

に
支

え

ら

れ

て
可
能

と

な

っ
て

い

る

の
だ

ろ
う
。

自

己

の
肯

定

的

受

容

は

ニ

ュ
ー

メ

キ

シ

コ
州

で

は

よ

り
容

易

で
あ

っ
た
。

そ

こ
で

は

=

ハ
世

紀

以

来

の

ス
ペ

イ

ン
系

の
人

々
の
歴

史

が

あ

り

、

こ
の

人

々
の
小

説

は
イ

ス

バ

ノ

(
ス
ペ

イ

ン
系

の
人

々
)

の
小

説

も

し
く

は

ニ

ュ
ー

メ

キ

シ

コ
物

と

し

て

一
つ
の

ジ

ャ
ン

ル

を

形

成

し

て
き

た

か

ら

で

あ

る
。

そ

し

て
、

九
〇

年

代

に

は

ア

ナ

・
カ

ス

テ

ィ
ー

リ

ョ
や

デ

ニ
ス

・
チ

ャ
ベ

ス

[
O
舘
艶

ざ

這

℃
♪

O
げ
管

o
N

一
遷

占

と

い

っ
た

女

性
作

家
が

活

動

し
、

ま

さ

に

ニ

ュ
ー

メ
キ

シ

コ
物

と

称

さ

れ

る
小

説

世

界

を

生

み

だ

し

て

い

る
。

個

性

あ

ふ
れ

る

家

族

の
肖

像

、

イ

ス

パ

ノ
ー

イ

ン
デ

ィ
ア

ン
ー

ア

ン
グ

ロ
の
三
民

族
文

化

共

生

の
生

活

、

ユ
ー

モ
ア

に

み

ち

た
会

話

と

語

り
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が
特
徴
な
の
で
あ
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
一一
ア
州
で
は
、
女
性
作
家
の
目
は
よ
り
現
実
的
で
闘
争
的
で
あ
る
。

人
類
学

・
チ
カ
ノ
研
究
を
専
攻
し
た
メ
ア
リ

・
ヘ
レ
ン

・
ポ
ン
セ
は
セ
ミ
ナ
ー

・
ペ
ー
パ
ー
を
発
展
さ
せ
て
、
三
代
に
わ
た
る
家
族

の
物
語
を
自
伝
と
し
て
発
表
し
た

〔℃
O
昌
OO
一〇り
ω]
。
ポ
ン
セ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ

・
バ
ー
バ
ラ
校
で
文
学
と
創
作
を
教

え
て
お
り
、

一
九
八
七
年
に
は
短
編
小
説

[℃
o
p
8

一
〇。。昌

を
出
版
し
た
が
、
こ
れ
は
チ
カ
ノ
小
説
と
い
う
よ
り

は
、
ア
メ
リ
カ
の

現
代
小
説
と
う
け
と
れ
る
。
確
か
に
各
章
の
主
人
公
は
メ
キ
シ
コ
系
の
人
た
ち
で
あ
り
、
描
か
れ
る
生
活
に
は
メ
キ
シ
コ
的
な
る
も
の

が

で
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
人
物
の
感
受
性
、
思
考
の
流
れ
、
問
題
と
な
る
生
活
の
争
点
は
実
に
ア
メ
リ
カ
ン
で
あ
り
、
筆
致
も
現
代

ア

メ
リ
カ
小
説
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
の
印
象
を
さ
ら
に
深
め
る
の
が

ヘ
レ
ナ

・
マ
リ
ア

・
ビ
ラ
モ
ン
テ
ス
の

『
イ

エ
ス
の
足
の
下
で
』
[≦
蜀
ヨ
o
艮
oω
一遷
い
]
で
あ
る
。

大
手
の
出
版
社
ペ
ン
ギ

ン
の
系
列
ダ

ヅ
ト
ン
で
出
版
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
筆
は
簡
潔
で
物
語
に
社
会
性
が
あ
る
。

文
中
に
メ
キ
シ
コ
文
化
と
カ
ト
リ
ッ
ク
に
由
来
す
る
イ
メ
ー
ジ
と

メ
タ
フ
ァ
ー
が

で
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
が

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
化
の
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
で
は
な
く
主
人
公
を
支
え
る
表
象
と
し
て
現
れ
、
貧
者
が
生
存
の
た
め
に
闘
う
力
を
与
え
る
。

こ
の
小
説
は
農
業
労
働
者
の
組
合
活
動
に
身
を
捧
げ
た
セ
サ
ル

・
チ
ャ
ベ
ス
に
献
じ
ら
れ
て
お
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
農
場
生
活

が

生
き

い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
労
働
老
の
家
族
生
活
、
農
場
で
の
働
き
方
、
女
性
労
働
者
の
苦
労
、
子
供
の
手
伝

い
方
、
小
型
飛
行

機

か
ら
ま
か
れ
る
農
薬
か
ら
身
を
守
る
方
法
な
ど
が
は
じ
め
て
私
に
は
理
解
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
厳
し
い
が
美
し
い
農
場
風
景
を

背
景
に
し
て
物
語
は
展
開
し
て
い
く
。

少
女

エ
ス
テ
ラ
は
離
婚
し
た
母
親

の
家
族
と
こ
の
家
族
に
寄
り
添
う
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
初
老
の
男
性
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
。
農
場
で
知
り
合

っ
た
テ
キ
サ
ス
州
出
身
の
青
年
ア
レ
ー
ホ
に
好
意
を
抱
く
が
、
こ
の
青
年
は
農
場
に
散

布
さ
れ
た
薬

の
害

で
病
気
に
な

っ
て
し
ま
う
。

エ
ス
テ
ラ
た
ち
は
協
力
し
て
ア
レ
ー
ホ
を
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
連
れ
て
い
く
が
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
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こ
で
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
規
則
を
無
視
し
て
病
院
に
ま
で
病
人
を
運
び
込
む
。
車
に
ガ
ソ
リ
ン
は
残
り
少
な
く
、
運
を
天

に
任
し
て
ア
レ
!

ホ
を
病
院
に
置
い
て
く
る
。
こ
の
エ
ス
テ
ラ
の

「
反
乱
」
の
後

に
、
彼
女
は
自
分
の
心
が
力
に
あ
ふ
れ
、
こ
の
世

で
迷

っ
た
者
み
ん
な

を
自
分

の
家

へ
と
呼
び
こ
む
こ
と
が
で
き
る
、
と
感
じ
は
じ
め
る
。
少
女
の
社
会
正
義

へ
の
意
識
の
目
覚
め
の
物
語
な
の
で
あ
る
。

日
本
で
も
サ
ン
ド
ラ

・
シ
ス
ネ

ロ
ス
の
小
説
が
す
で
に
二
冊
も
翻
訳
さ
れ
、
近

々
、
英
文
学
者

に
よ
り
チ
カ
ノ
文
学
論
集
が
訳
出
さ

れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
新
し
い
世
界
文
学

の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
日
も
近
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
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